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1  は じ が  き

水田転換園では,転換当初は土壌構造が未発達なために
排水不良になりやすく, リンゴ樹は根腐れや生育不良など
の湿害を受けやすい。また,近年秋田県の転換園に植えら
れている台木は,M26,MM106台 が大部分であるが,こ れ
らのわい性台木はマルバ合に比べ耐水性が弱いとされてい

る
lと
そこで,本報ではα―α′―dipyridylの呈色反応により

土壌の透水性を推測し,水田転換園における透水性の実態
を調べるとともに,透水性がわい性樹の生育に及ぼしてい
る影響について調査を行ったので,その結果を報告する。

2 調 査 方 法

(1)水田転換園の透水性の実態

昭和57年に水回転換された増田町の27園地を,表 1の分
類基準によりA～ Dに類別を行い,各園の上性及び,各類
型におけるインテークレート,上壌水分張力を調べた。イ

表 1類
基準

~dipyridylの呈色反応による土壌の分

ンテークレートは各土壌類型から1園地を選び,58年 10月

19～22日にシリンダ法により樹冠下で測定した。土壌水分

張力は,イ ンテークレート潰1定と同一園地で,59年 6月 1
日の 165赫の降雨後,6月 2日 から,日 まで30"深をテン
シオメータで測った。また,降雨後 6日 目に,30"深の土
壌二相分布についても調査を行なった。

2)わい性樹の生育
A～Dに分類した中からそれぞれ 3園地を選び,各園15
樹,M26台樹の樹高,開張,幹周,側枝数,欠木率を調査
した。調査は昭和58年 10月 に行ったが,樹高,幹周につい
ては同年 4月 にも実施し,年間の増加量との関係もみた。
根の分布調査は58年 7月 5日 に各園 3樹について行い,幹
から50昴離れた所の上を幅 1″ ,厚さ20",深さ20勒 ご
とに60"深まで採り,その中に含まれている根の新鮮重を

測った。

3調 査 結 果

(1)水回転換園の透水性の実態
α―α′―dipyridylの呈色反応による分類の結果,透水
性が非常に良い (A)は 4か所,良い (3)が 14か所,悪
い (C)が 6か所,非常に悪いと推測された園地は 3か所
であった。これら土壌類型と土性の関際をみると,透水性
が悪いと推定されたC,Dの園地の下層土はほとんどが重
粘な土壌であった。

表 2に インテークレートの測定結果を示した。C値 (給水
後 1分間の浸入量)は A,Bで大きく,c,Dでは小さかっ
たが,ベ ーシックィンテークレートでは一定の傾向は認めら

れなかった。これは,土壌水分含有率が 277%(D)と 乾燥
した時に測定したために,土壌の収縮によって生じた下層
土のき裂力〕透 水性に影響を及ぼしたためと考えられた。

表 2 土壌類型とインテーク レート
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図 1 降雨後の土壌水分張力の推移 (30"深 )
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降雨後の土壌水分張力は図 1に示したとおり,A〉 B》
C)Dで推移し,C,Dの 上壌では降雨後に湿潤状態が長
く続いていた。また,降雨後6日 目の土壌二相分布でも
A,Bは気相率が既に20%以 Lあ るのに対し,Cは 104%,
Dは 59%と低く,明 らかに排水不良の状態が示された (表
3)。

表 3 降雨後 6日 目の上壌二相分布 (30昴深)

土壌類型 水 比
(%}

表 4 土壌類型とわい性樹の生育

ホ欠木率は園全体の調査結果

根の分布状態

(3餞想 の合計新鮮重 :′ )

計

0)わい生樹の生育
各土壌類型におけるM26台樹の生育状況を表 4に ,根の

分布状態を表 5に示した。

土壌類型A,3では欠木は認められなかったが, C,D
の上壌では,C-2園 (欠木率392%),D-1園 (同 604
%)で欠木が非常に多かった。これらはすべて,排水不良
による根腐れが原因で枯死したものであった。また.樹の
生育量もD-3園のポンプ排水している特殊な園地を除外
して比較すると,幹周の増加量,側枝数で,C, Dの園地
はA,Bの園地よりも劣る傾向が認められた。
根の分布状態は,下層の透水性が悪いと推測されたC,
Dの土壌では20"深以下の根量が少なく,特に,劇層, 下
層とも透水性が悪いDでは根量は極めて少なかった。
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4ま と め

増田町の実態調査で,水田転換時にα―αこdipyridyl
の呈色反応から土壌の透水性が悪いと推測された園地は27

園中9園あり,こ れらの土壌では降雨後に過湿状態力続 くこ

とにより根腐れが発生しやすく,生育も劣る傾向が認められ

た。今後は,畑地化に伴う土壌透水性の経時的な変化と,リ
ンコ樹の生育への影響についても更に検討する必要がある。

1)李 彰厚,杉浦 明,苫名 孝 1982 湛水処理が リ
ンゴ台木の生長と体内の生理的変化に及ぼす影響,園学
雑 51(3),270-277
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